第958回生物科学セミナー
日時：　7月24日（水）　16:40-18:10
演者：　五十嵐圭日子　准教授
　　　大学院農学生命科学研究科　生物材料科学専攻
演題:　 分子機械（molecular machine）としての植物細胞壁分解酵素
：固液界面で働く酵素のしくみ
セルロースは植物細胞壁の約半分を占める多糖であり、天然で最も豊富に存在するバイオマスであることから、循環型社会を構築するために重要な化合物であることは間違いない。しかしながら、セルロースはその化学的な安定性から、構成単糖であるグルコースに変換するために、多大なるエネルギーが必要となる。一方、自然界ではこの壊しにくいセルロースをセルラーゼによって溶かし、栄養源として生きている微生物が存在する。セルラーゼは、セルロースを加水分解する酵素の総称であるが、セルロースが水に不溶な基質であるのに対して、生成物は水可溶であることから、このような酵素は固液界面で働く酵素であるといえる。結果的に、可溶性の化合物を基質とする均一系における酵素学をあてはめることが出来ず、特殊な手法を用いなければならないというのが、研究のボトルネックであった。

　本セミナーでは、固液界面における酵素反応というチャレンジングなトピックスに対して演者が行ってきた研究に関して紹介させていただくとともに、このような酵素分子が有する巧妙な仕組みを分かりやすく説明する。
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